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地域におけるIMM（インパクトの測定と管理）実践Ⅰ
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ESG地域金融における3つのアプローチと金融機関の役割

◼ 小田原市のエネルギー地産地消におけるIMMはアプローチ１「地域資源・課題を対象にした取組」に該当

◼ アプローチ１において、金融機関はIMMを通じて必要なインプットを抽出、ファイナンスニーズを発掘する

出典:環境省ESG地域金融実践ガイド 2.1
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小田原市のエネルギー地産地消事業概要

◼ 小田原市では、電気を安定的に供給するための蓄電池や、動く蓄電池としての電気自動車（EV）の導入など、電力需給を

調整するエネルギーマネジメントの整備を並行して促進することで、再生可能エネルギーを無駄なく活用するための効率

的な仕組みづくりを進めている

出典:小田原市
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小田原市のエネルギー地産地消事業 IMM実施体制

2021年11月05日

・エネルギー地産地消事業を対象としたインパクト評価を実施
・地方自治体、事業者、金融機関が一体となって地域経済エコシステムを形成するために
インパクトの特定・評価を実施、小田原市のエネルギー地産地消モデルの実現を目指す

出典:小田原市 エネルギー地産地消インパクトレポート
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IMMプロセス

プロセス 実施内容 UNEP Corporate Impact Analysis Tool サポートツール

（１）包括的分析
セクター（事業領域）
エリア（事業展開領域）
サプライチェーン

(2)個別インパクト
ポジティブ or ネガティブ
インパクトのカテゴライズ

・インパクトレーダー

(3)エンゲージメント

(1)パフォーマンス評価
企業のインパクト・
パフォーマンス ・インパクトパスウェイ

（ロジックモデル）
(2)エンゲージメント

（１）目標とKPIの設定

(2)SDGsとの紐付け

(3)エンゲージメント

（１）設定したKPIを定期的に
モニタリング

(2)エンゲージメント
（必要に応じて）

インパクトの特定

評価

目標設定

モニタリング

I. IDENTIFICATION

A. Company Cartography

B. Country Impact Needs

C. Most signifcant Impact Areas

II. ASSESSMENT

D. Impact Performance

E. Impact Management Capabilities

F. Conclusions

III. MONITORING

How is the company progressing 

relative to its set targets?

企業がポジティブ/ネ
ガティブなインパクト
をマネジメントできる
能力があるかを評価。
SMTBでは事前評価
として実施
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エネルギー地産地消におけるコレクティブ・インパクト・アプローチ

◼ エネルギーの地産地消のような複雑な課題に対しては、セクターを超えて重要なステークホルダーが集まり、互いに補い

合い強化し合えるような関係性を構築し、共通理解を形成しながら、バックキャスティングにより導出された目標に向け

ての集合的（＝コレクティブ）なインパクトの創出を目指す「コレクティブ・インパクト・アプローチ」が有効

◼ この過程においてロジックモデルを合意形成のツールとして使うことで、目指すビジョンと現状のギャップを明確にする。

金融機関はこのギャップを生み出している要因に対してファイナンス面での課題解決手段（インパクトファイナンス等）を

提供する。

個別のインパクトの創出の取組 協調によるインパクトの創出の取組 コレクティブ・インパクトの創出
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ロジックモデルを作成することの利益

自治体

地域住民：被災可能性に対する不安の軽減

納税者：計画的かつ効果的な財政運営の確認

投資家：投資を通じた地域社会の持続可能性実現に貢献

*Inspire Impactは、民間資金をソーシャルビジネスに結びつけることを目的とした組織であり、目的主導型のビジネスに投資し、アドバイスを提供し、社会および環
境に配慮したDNAを維持しながら、投資家に有意義な利益をもたらすよう支援している。

1 「自分たちの活動に意味があるか、目標に寄与しているのかが分かること」

2 「機能している事業と機能していない事業が分かること」

3 「自力で出来る事業と外部と協働するべき事業が分かること」

4 「どのようにインパクトを評価すべきかかが分かること」

5 「どのように自分たちの事業の合理性やインパクトを伝えるべきかがわかること」

Inspiring Impact*によるインパクト評価におけるロジックモデルを作成することの利益

インパクト評価

◼ SDGsにおいて重要な考えである「インパクト」をロジックモデルを用いて明確にすることは、ステークホルダー（地域住

民、納税者、投資家）に対するアカウンタビリティ（目標に対する進捗を示し伝えること）を果たすことに大きく貢献する

と考えられる。
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ロジックモデル作成の手順（個社のロジックモデル）

◼ 地域課題解決に資するインパクト創出の因果関係を整理するためにロジックモデルを作成する

（必要に応じてネガティブインパクトに対しても行う）

活動 アウトプット アウトカム アウトカムインプット

地域の再エネ
発電量増加

地域の
PVの増加

ヒト・モノ・
カネ・ジョ

ウホウ

地域の
再エネ発電所
から電力調達

EVのグ
リッドへの

接続

V2H,V2Gシ
ステムの導入

電力不足
時の放出

レジリエンス向
上

災害時供給可
能電力の増大 地域の魅力向上

インパクトアウトカム

余剰電力吸
収

地域の再エ
ネ需要量の
増加

再生可能エネル
ギー地産地消

インプット
（投入）

アクティビティ
（事業・活動）

アウトプット
（結果）

アウトカム
（成果）

インパクト
（環境・社会

的変化）

・リソース(ヒト・モノ・カネ）
・専門家、手法、設備、組織
・制約、施策 etc.

・ビジネスモデル
・事象
・行動

・アクティビティの結果、
創出または移行した数
値で表現可能な変化

・ステークホル
ダーに直接及ぶ
影響や効果

・事業実施者主
体者の最終目標
・社会の進歩

６つの資本のフレームワークをベースに
検討、資本循環を創出

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム インパクト

設備、知的 ・EVの導入 ・EVの導入量の増加
ー社用、公用車の代替
ー自家用車の代替

・移動のCO2排出量の削減 地球温暖化防止

■インパクトのリストアップ例

■ロジックモデル作成例
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ロジックモデル作成の手順（コレクティブインパクトロジックモデル）

◼ 個社のロジックモデルのインプットを洗い出し、アクティビティに必要なインプットを明確にする

◼ ２社のアクティビティの結合によって乗じるアウトカムをロジックモデルに反映する

◼ 組織のアクティビティ及びアウトプットが、資本（インプット）への影響としてのアウトカムをもたらすことを表現

インプットの洗い出し アクティビティの結合

REXEV ロジックモデル

湘南電力 ロジックモデル

インプットへの影響

コレクティブインパクトロジックモデル
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インパクト評価結果の開示

１ さまざまなステークホルダーに対して、 長
期にわたってインパクトを高める行動を促す

２ 長期にわたって投資する姿勢と、長期的な
インパクトを評価する能力を高める

インパクト評価結果の開示におけるメリット

ロジックモデルの詳細版

インパクトレポート
（ロジックモデルの簡易版を掲載）

ステーク
ホルダー
への開示

ロジックモデル構築を通じたプ
レーヤー間のコミュニケーションの
サポートによる共通理解の形成
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小田原市のエネルギー地産地消インパクトレポートⅡ
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小田原市エネルギー地産地消のインパクト評価 –ロジックモデル-

出典:小田原市 エネルギー地産地消インパクトレポート
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小田原市エネルギー地産地消のインパクト評価 –KPI-

出典:小田原市 エネルギー地産地消インパクトレポート
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小田原市エネルギー地産地消のインパクト評価 –経済波及効果-

出典:小田原市 エネルギー地産地消インパクトレポート
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ステークホルダーの行動変容のために

出典:小田原市 エネルギー地産地消インパクトレポート

◼ インパクト評価の過程で作成したロジックモデルを簡素化し、ステークホルダーに分かりやすい形で開示することで

一人一人の行動変容によるインパクト創出を期待
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脱炭素先行地域 –小田原市-

◼ エネルギー地産地消のインパクト評価を通じて構築した、横浜銀行、湘南電力、REXEVとの連携体制を生かし、必要と

なる資金面でのサポートを適切に行っていく

４．関係者との連携体制と合意形成状況等（抜粋）

• 金融機関（横浜銀行小田原支店、さがみ信用金庫、三井住友信託銀行）
脱炭素先行地域内の需要家が、エネルギー消費機器の省エネ化、太陽光
発電設備の導入等の設 備投資を行う際に、自己負担分の費用について
融資を通じた資金調達の支援を行う。また、地域 新電力であり PPA 事
業を行う湘南電力株式会社について、ESG 金融の発展形であるインパ
クトファイナンスの考え方に基づき、資金面でのサポートを適切に行って
いく。 ESG 金融、インパクト評価のノウハウを有する三井住友信託銀行
は、インパクトファイナンス に関する、信用金庫を含めた地域の幅広い
キャパシティビルディングなどを検討しており、地域の経済循環に貢献
する。
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【留意事項】

• 本資料は、情報の提供を目的として作成したものであり、取引勧誘を目的としたもので
はありません。

• 本資料は、作成日において弊社が信頼できると判断した情報等に基づいて作成したもの
であり、その情報の正確性・確実性について保証するものではありません。また、今後の
金融情勢・社会情勢等の変化により、内容が変更となる場合がございます。

• 本資料を使用した結果について、弊社は責任を負いません。

• 本資料には、一定の前提に基づく概算数値が含まれる場合がございます。実際の適用に
際しては正式な計算を行う必要があり、その場合の結果は差異が生じる可能性がありま
すのでご留意ください。

• 本資料に係る一切の権利は、他社資料の引用部分を除いて三井住友信託銀行に属し、い
かなる目的であれ本資料の一部または全部の無断での使用・複製はお断りいたします。

• 本資料の内容に関して疑問に思われる点、ご不明な点等ございましたら、弊社にご照会
くださいますようお願い申し上げます。

＜お問い合わせ先＞

三井住友信託銀行株式会社

サステナビリティ推進部

代表メールアドレス：csr@smth.jp
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